
NO 項　　　目 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

(1)教育理念・目標 1 学校は楽しい 50.8 53.1 74.0 66.7 76.9 77.3

(1)教育理念・目標 2 本校に入学して良かった 47.7 59.4 76.0 79.2 84.6 77.3

(1)教育理念・目標 3 授業はわかりやすい 36.5 51.6 62.0 79.2 72.3 69.1

(1)教育理念・目標 4 学校は「豊かな教養」を付けようとしてくれる 42.8 53.1 70.0 83.3 86.2 78.4

(1)教育理念・目標 5 学校は「確かな技術」を付けようとしてくれる 44.4 59.4 76.0 87.5 92.3 80.4

(1)教育理念・目標 6 学校は「社会貢献活動」への参加を勧めている 30.2 60.9 90.0 87.5 78.5 76.3

(2)学校運営 7 教育活動に魅力がある 30.2 46.9 52.0 68.8 75.4 67.0

(2)学校運営 8 学校は、国家試験の準備に力を入れている 63.5 71.9 84.0 93.8 92.3 91.8

(2)学校運営 9 学校は、各種資格試験に力を入れている 52.4 75.0 94.0 89.6 92.3 90.7

(2)学校運営 10 学校は、各種コンテストや大会に力を入れている 26.9 51.6 76.0 79.2 84.6 84.5

(2)学校運営 11 学校のホームページをよく見る 6.4 10.9 22.0 14.6 18.5 24.7

(3)教育活動 12 高校等の後輩に本校への入学を勧めたい 22.2 43.8 58.0 68.8 75.4 62.9

(3)教育活動 13 美容院やサロン等で、学校の良いところの話をしたい 25.4 50.0 50.0 66.7 70.8 59.8

(3)教育活動 14 コンテストや大会に積極的に出たい 41.3 54.7 66.0 68.8 64.6 69.1

(3)教育活動 15 レクリェーション大会を行いたい 44.5 50.0 62.0 54.2 55.4 63.9

(3)教育活動 16 １年生と２年生の交流の場を持ちたい 28.6 50.0 52.0 45.8 53.8 53.6

(3)教育活動 17 先生方は、学生のことを理解しようとしてくれた 50.8 64.1 74.0 85.4 89.2 77.3

(5)学生支援 18 下校する時に、机やその周囲を片付けて帰った 36.5 60.9 66.0 68.8 53.8 78.4

(5)学生支援 19 笑顔で挨拶ができた 50.8 60.9 80.0 79.2 67.7 78.4

(5)学生支援 20 インスタグラム等で学校の宣伝をしてみたい 14.3 35.9 32.0 35.4 30.8 48.5

(5)学生支援 21 社会貢献活動に参加したい 64.6 58.5 59.8

(5)学生支援 22 整理・整頓・清潔を実践している 66.7 55.4 76.3

令和3年度　学生アンケート集計結果

関連する

大項目

満足度 満足度６０％以上の人数比の年度推移

【表の見方】平成28年度から令和3年度までの学生アンケートの結果である。本年度については、令和３年12月にアンケートを実施し

た。昨年度、平成３０年度までの１から２０までの項目は共通で、令和１年度から21､22の質問を加え、それぞれの満足度を調査した。

関連する項目は、自己評価で設けた大項目との関連付けをした。

　各項目の満足度を０～２０%未満、２０～４０%未満、４０～６０%未満、６０～８０%未満、８０～１００%の５段階で回答。マイ

ナス評価を各項目の0～４０％未満の人数比率とし、プラス評価は、６０％以上の満足度を得た人数比率である。そのプラス評価部分を

まとめたのが下の表である。

　ピンクで色分けした部分は、満足度６０％以上の学生が、全体の６０％以上いる項目の数値である。また、黄色で塗りつぶした項目

は８０％以上の項目、薄青色で塗りつぶした項目は、５０％以下の項目である。

【集計結果】６０％以上の学生が満足度を得た項目が１７項目あった。平成28年度からの結果を並べると、年々満足度の高い項目は多くなっている

が、令和元年度からは横ばいである。昨年度と比較すると数値的にはやや減少したが、６０％以上の項目は２項目増加した。この3年間、良い結果

である。

　学校生活全体で満足度が高く、なかでも教育理念･目標、学校運営に関する項目は満足度が高い。本校教育の方向性が職員にも学生にも浸透し、機

能していると考える。また、８「学校は、国家試験の準備に力を入れている」９「学校は、各種資格試験に力を入れている」と答えた学生は９０％

以上、５「学校は「確かな技術」を付けようとしてくれる」１０「学校は、各種コンテストや大会に力を入れている」は８０％以上となり、高い満

足度である。この４項目は特に重点を置いている内容なので十分浸透していることがわかる。１「学校は楽しい」と答えた学生は、アンケートを始

めてから最も高い満足度となった。２「本校に入学して良かった」と思っている学生は、昨年度より減少したが、高い満足度である。

　生活目標「整理・整頓・清潔」「笑顔で挨拶、ありがとう」の関連項目である１８「下校する時に、机やその周囲を片付けて帰った」１９「笑顔

で挨拶ができた」２２「整理・整頓・清潔を実践している」の項目が７８.４％、７６.３％と高い値をとった。この項目は、就職後求められる重要項

目であるので、職業実践専門課程で就職後の実践的な教育を重視している方針が浸透している表れであると考える。

　本校は、学生の幸福を追求するという理念で教育活動を行い、それに向けて職員と学生が一丸となって取り組んでいる成果だと思われる。在学中

だけでなく将来を見据えた質の高い教育活動が見て取れる。

　検討課題とすると、社会貢献活動に関する項目６・２１である。校内での活動があるため満足度はある程度の数値となっているが、地域へ出ての

社会貢献活動が少ないので、充実感が減少傾向にあると考える。前年度に引き続き、コロナ禍での社会貢献活動を考えていく必要がある。

　「利他」の精神を基盤にし、教育の質向上と確かな学校経営を目指し、より良い教育を提供していきたいと考えている。


